
  ロービジョン外来   
ロービジョンケアをご存じですか？ 
ロービジョンケアとは、眼鏡やコンタクトレンズでの矯正が難しく、
「見えにくさ」を自覚し、生活に何らかの支障をきたしている方に対
する、すべての支援の総称です。年齢は関係なく、医療的ケアから教
育、職業、社会、福祉など、幅広い分野にわたる支援を意味します。 
世の中の情報の 70％は視覚から入るといわれており、見えにくいこ
とは生活に支障をきたします。 
「見えにくさ」の程度はさまざまです。 
明暗の区別がつきにくい状態の方や、目の前の手の動きがわかる程
度の方もいれば、単純に見え方がぼやけている方、コントラストが低
下している方もいます。また、見える範囲（視野）が狭い方、視野の
一部が欠けている方、暗いところで見えにくい方、まぶしさを強く感
じる方、視界がゆがんで見える方、眼振（眼の揺れ）や立体視が困難
（両眼視がうまくできない）なことにより見えにくい方など、病気の
種類や状態によってさまざまです。 
基本的には、以下のような方々を対象に外来を行っています。 
① 良い方の眼の矯正視力（眼鏡をかけた視力）が 0.４以下の方 
② 視野に暗点や欠損がある方 
③ まぶしさや物が二重に見える症状が強く、生活に支障がある方 
具体的には、 

• よりよく見るための工夫として、視覚補助具の紹介 
• 視覚以外の感覚の活用方法として、音声機器・読書機器の紹介 
• 情報入手手段の確保として、パソコン活用の紹介 
• その他の生活改善として、点字図書館の活用方法や生活訓練施



設の紹介 
など、その方が最もお困りのことをお聞きし、対応いたします。 
 
 
外来日： 
毎週木曜日の午後 1 時 30～（最終受付午後 3 時） 
紹介状のある方は、予約制です。 
紹介状のない方は、予約はできませんので、午前 11 時までに当院に
お越しください。 
 
 

 


